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令和６年度事業計画 

（方針） 

海の恩恵を始めとする海事思想の普及宣伝に努め、海事知識の啓発を図るとともに、あわせ

て海事産業の発展を期することにより、海洋国家日本の経済社会の維持発展と国民生活の安定

向上に寄与できるよう、次のとおり事業を実施します。 
令和６年度の海事広報活動として、当協会の公益目的事業と（公財）日本海事広報協会及び

（一財）日本モーターボート競走会からの受託事業を連携させ、「船との出会い事業」、「海

の日」・「海の月間」関連行事広報、海の絵画コンクール、海の作文コンクール、海事知識の

普及事業などの公益目的事業を実施するとともに、海事関係の各種機関・団体等が行う海事知

識普及・海事広報に資する活動とも積極的に連携・協力し、海事知識普及資料・海事広報宣伝

物等の配布などを行っていきます。 

また、これらの行事実施にあたっては、その時々の社会情勢等を勘案し、必要な安全対策

等取った上で実施するほか、必要に応じ行事の延期や代替案を用いて事業の実施に努めます。 

 
Ⅰ．公益目的事業 
１．体験活動等（事業区分４） 
（１）海洋教室 
船との出会い事業 

①校外学習等 

 （公財）日本海事広報協会からの受託事業として、県下の小学校３年生以上を対象に乗

船体験及び海事産業関連施設の見学を行う校外学習を実施します。 

                         

②海事施設見学 
   兵庫県内の小・中学生を対象に、船や港の働き、貿易の仕組み、船で運ばれてきた貨

物の流れや、船員をはじめとする「海と港の仕事」などを体験・学習することによって

海運に関心を持ってもらうことを目的に、神戸海事地域人材確保連携協議会と協働して

実施します。                                                                    

 

③親子交流海洋教室 

   兵庫県下の親子（小・中学生）を対象に、「親と子が共に学ぶ」ことにより、より深く

広い海事知識普及を図ることを目的にとした各種体験型プログラムを神戸海事地域人材

確保連携協議会と協働して実施します。。 

 

④こども交流海洋教室 

海洋国日本の次世代を担う子供たちが、体験型海洋教室を通じて一層海に親しみ、

洲本地区の小学生達が交流することにより海への理解と親睦を深めることを目的に

伊丹市、（一財）日本モーターボート競走会、神戸海事地域人材確保連携協議会との

共催のもと実施します。 
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 ＊神戸海事地域人材確保連携協議会 

  神戸の海事・教育関係者が協力し、青少年が海・船・港に親しむ機会の提供や学校教育

と連携した海事教育の推進等に取り組み、海事産業の重要性の理解と将来の海事産業へ

の進路の選択肢を広げてもらうことを目的に、国・地方自治体・海事関係団体・企業等

が中心となり平成 20年 6月に設立された。 

 

⑥出前授業・オンライン出前授業 

 兵庫県下の小・中学校を対象に海事関係有識者の講師を派遣し、海、船、港等に関連

した親しみやすい内容の授業・講義を行うことにより、学校教育と連携した海事教育の

普及・促進に資することを目的とした出前授業を、神戸海事地域人材確保連携協議会と

共催のもとに実施します。 

 また、学校教育の場でＩＣＴ化（情報通信 技術）環境の整備が進められていること

を踏まえ、要望に応じてオンラインを活用した出前授業の実施にも取り組みます。 

 併せて、当協会会員団体・企業等にも講師の協力を募り、より幅広い海事分野に対応

した授業内容の拡充に努めます。 

 

（２）その他の関連事業 
 前項の事業のほか、一般市民等に海・船・港等の魅力を発信し、幅広い海事思想普及に

資するため、以下の取り組みを推進します。 
① 市民を対象とした神戸港内クルーズや海洋教室 

② 練習（帆）船、外航客船入港観迎セレモニー等への参画 
③ 「姫路マリンフェスティバル」、「関西ボートショー」等をはじめとする海事関係

イベントにおける海事思想普及にかかる活動 
④ 各種事業・イベントに際し、港と港湾施設を学び海事知識啓発を図るための配布を

目的とした「海事産業施設マップ」等の資料作成 
 
２．キャンペーン、○○月間（事業区分８） 
（１）「海の日」・「海の月間」関連行事広報 

「海の日」の意義が国民各層に深く理解され定着するよう、7月の「海の月間」関連行

事を広く一般市民に広報します。 

また、（公財）日本海事広報協会からの受託事業と連携して、「海の日」・「海の

月間」関連行事広報を推進するため、海事関係機関・団体等と協力し、事業の効果的

な推進を図り、広く一般市民に海に関する関心を深めてもらい、国民の祝日「海の日」

の意義（海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う日）を理解してもら

うため、周知広報活動を積極的に展開します。 

 
（２）「海の日」表彰候補者の推薦・「海の日」表彰 

令和６年「海の日」を迎えるにあたり、神戸運輸監理部及び近畿地方整備局並びに第五

管区海上保安本部の主催による「海事関係功労者表彰式典」海事関係功労者の表彰式が行

われます。 
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当協会は、海事関係事業の従事者として永年勤続された方々の「海事関係功労者表彰」

の候補者を推薦します。 
   また、姫路地区においても「姫路海の日協議会」が主催する表彰式典及び祝賀会の開

催に協力し、海に対する意識の高揚を図ります。 

  

３．展示会、○○ショー（事業区分９） 

（１）海の絵画コンクール入賞作品展示会 

兵庫県下の幼稚園児及び小中学生から絵画を募集し、幼稚園の部、小学校低学年の部、

小学校高学年の部、中学生の部の入賞作品（金賞１点、銀賞３点、銅賞６点）計４０点を

展示します。（展示場所は、中突堤中央ターミナル（かもめりあ）を予定） 
 
（２）「海の日」ポスターコンクール入賞作品展示会 

国民の祝日「海の日」海事関係団体連絡会主催の「海の日」ポスターコンクールの入  

賞作品（レプリカ）を展示します。なお、展示場所は中突堤中央ターミナル（かもめり

あ）を予定するほか、海の月間中に実施される各種イベント会場においても積極的に展

示を行うことにより、海に対する意識の高揚を図ります。 
 
４．表彰、コンクール（事業区分１４） 
（１）海の絵画コンクール 

次代を担う幼稚園児及び小・中学生に海や船への関心を高めてもらうとともに、海事  

知識の啓発に寄与するため、神戸運輸監理部、兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会の後

援により海に関する写生画・未来図などを画題とする絵画を募集し、審査会において  

幼稚園の部、小学校低学年の部、小学校高学年の部、中学生の部の入賞作品（金賞１点、

銀賞３点、銅賞６点）と佳作約３０点を選定します。 
   また、入賞作品については当協会発行の会報誌に掲載するとともにホームページにて公

表します。（表彰式は神戸港遊覧船内での実施を予定） 
 
（２）海の作文コンクール 

次代を担う小学生に海や船に対する関心を深めてもらい、海事知識の啓発に寄与するた

め、神戸運輸監理部、兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会の後援により、（一財）日本

モーターボート競走会からの受託事業と連携して、兵庫県各地の小学校生徒から、海運・

造船・港湾といった範囲にとどまらず、広く海にかかわるものを題材とする作文を募集し、

審査会において金賞１点、銀賞３点、銅賞６点および佳作を選定します。（表彰式は神戸

港遊覧船内での実施を予定） 
 

５．上記の事業区分に該当しない事業（事業区分１８） 
（１）海事知識の普及事業 

「海の日」・「海の月間」関連行事やボートレース場等で行なわれている各種イベ 

ント会場などを活用して、小中学生を中心とした児童向けの海事知識普及のための資料

や海の日グッズ等の配布を行なうことにより、（一財）日本モーターボート競走会からの

受託事業と連携した海事知識の普及事業を行います。 
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Ⅱ．その他事業（相互扶助等の事業） 
１．神戸まつりパレード 

 周囲を海に囲まれ、古くから産業や生活文化などあらゆる面で海と深く関わり発展し

てきた我が国の中でも、最も古くから港町として栄えた地域の一つである神戸は、生活

の場と海・陸が近接し、他の都市にはない独自の文化が醸成された街であります。 

その神戸の文化を示す市民祭である「神戸まつり」で例年実施される「神戸まつりパ

レード」には、従前より多くの人達に「海の役割や大切さ」を知ってもらうことを目的

に、港湾関係団体をはじめとする各団体等の協力組織である「神戸まつりパレード実行

委員会」（当協会が事務局）から、「うみ・みなとの仲間たち」として出演を果たしてお

り、この令和６年度に実施される第 51回神戸まつりパレードにおいても、引き続き参加

を図ります。 

 
２．海の日を祝う会 

「海事関係功労者表彰式典」と連携し、海事関係団体の協賛をのもと当協会が事務局を

担当する「海の日を祝う会実行委員会」の主催により、海事関係者及び受賞者の皆さまと

ともに、「海の日」を祝い、海からの恩恵及びそこに働く人たちに感謝する気持ち並びに

海事産業の重要性を再確認するための啓発活動として「海の日」祝賀会を開催します。 
 
３．海浜・港湾の清掃 
    海事関係の各団体と連携し、（公財）日本海事広報協会の行う「海の日」における全国

ビーチウォーク＆クリーンアップ大作戦を実施し、海洋環境保護の啓発に努めます。 
 
４．他団体との連携事業と海事広報宣伝物等の発行・配布 

海事関係の各種団体と積極的に連携し、次の行事の共催・協賛・後援等を行ないます。 
① 各地区の海事関係団体が実施する「海の日」・「海の月間」行事 

② 各港湾における行事 

（神戸港カッターレース、ボート天国、みなとまつり等） 

③ 「みなと HANABI」 

④ その他の海事広報活動 

また、（公財）日本海事広報協会をはじめとする海事関係団体等で作成されたＤＶＤやパ

ンフレットなどの海事知識普及資料・グッズを各種イベント開催の機会等を活用して配布す

るとともに、会員の皆様と関係機関等に対し当協会会報誌を配布します。 


